










要約:成長ホルモン治療は,主に成長(身長増加)に注意が向けられていた。しかし,成長ホ

ルモンは脂質,糖質,蛋白質等の代謝に関与し,動脈硬化危険因子および Quality of

Life(QOL)にも影響を及ぼすため,治療効果を代謝面から検討する必要がある。成長ホルモ

ン治療は,小児でも肥満を改善し動脈硬化の危険因子を低減するため,患児の QOL の向上に

つながる。現在,成長終了時に GH 治療は中止されているが,中止後の患児の QOL の低下が

懸念される。成長終了後の GH補充の有用性に関する検討が必要と考えられる。


